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(1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか 

       
 

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

           
 

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか            家族の世話になりたくないと思いますか 

       

参加者数

回収率

16人

16人

100%

アンケート
回答者数

＊開催日：令和２年２月１３日（木）

＊会 場：上山荘 ２階研修室

＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」

②「介護保険サービスを利用する」

③「かかりつけ医で安心を！」

④「その時に備えて」

第２回 「医療と介護のお気軽座談会」アンケート集計 
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(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか 
 

   
 

 自宅で過ごしたい 

①どれくらいの程度か分からないが、少し歩ければ花の手入れや野菜を植えたり眺めたりしたいから。 

②出来れば自宅で過ごしたいが、遠方にいる娘達が反対すると思うので従う以外ない。 

③現在ペットと暮らしている。ペットが元気なうちは共に過ごしたい。 

④訪問介護をうまく利用して過ごしたいが、自分の事がうまく出来なくなったり、認知症で自分が分からなくなる前に

は施設にお世話になりたい。 

⑤自由にしたい。 

 
 

 病院・医院に入りたい 

①家族に負担をかけたくない。 

 
 

 施設に入りたい 

①迷惑かけたくない。 

②子供等への負担をかけない。 

③若い者も忙しそうでいちいち頼るのも気兼ねするかな？ 

④夫婦二人で元気に過ごせれば自宅に居たいと思うが、どちらかが亡くなったら施設に入りたいと夫婦で話し合ってい

る。子供達には迷惑かけたくない。 

 
 

 

 その他 

①まだよく分からないので。                 

②どこでもよい。                      
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(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 
 

       
 

 自宅で過ごさせたい 

①私が元気なら…夫はあまり社交的な性格では無いので施設より我が家の方が。 

②自分が介護できる状態だったら介護してやりたいと思います。 

③第一に本人の意思を尊重して希望に応じて対応したい。家族としては、訪問介護、医療、通所、ショートステイ等を

ケアマネジャーの意見を取り入れながらうまく利用して、出来る限り自宅で過ごさせてあげたい。 

④自由にさせたい。 

 

 病院・医院に入りたい 

①夫はわがままなので自宅では言う事聞かないと思うし、病院の方が安心だし夫も従うと思うので。 

 

 施設に入れたい 

①手がかからないから。 

②年齢的に介護出来ない。 

③面倒見るのが大変。 

④自分も丈夫な方ではないので介護に自信がない。 

 

 その他 

①まだよく分からないので。 

②病状により病院、施設、自宅を考えていきたいと思います。 
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(9)本日の講演は参考になりましたか           (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）

      
 

(11)本日の座談会についてご意見をお聞かせください 

①具体的によく理解出来ました（今までぼんやりだった知識が）沢山の資料を自宅でゆっくり読ませて頂きたい

と思います。 

 

②もうそろそろ家族との話し合いが必要だなあと思いました。 

 

③初めての参加でしたが、とてもわかりやすく説明していただき感謝しています。ただ、一度では理解する事が容

易ではなく、何度かこの機会を与えていただきたいと思います。 

 

④現在一人で生活しています（ペットと同居）子供もなく、兄妹ともお互いが高齢で自分の事は自分で…と思いま

すが、全く一人で人生を終ることはできません。その時に備えて！はとても参考になりました。介護在宅医療に

ついては、看護師の経験があり、在宅看護にも携わっていました。今回で再認識することが出来ました。 

 

⑤資料がよくまとめてあり、分かりやすかった。これから、取り組むことばかりで「いつかは我が身、いつかは妻」

の時に惑わないよう、少しずつ進めていくため大変勉強になった。実際にその場面にならないと、いろいろな事

が分からないのかもしれない。その時のために役に立てていきたい。老人会の会合でも話していただきたい事

だと思った。その時はよろしくお願いします。 

 

⑥短かな時間でよく分かった。 

 

⑦早速、子供たちに伝える件を考え整理して実行に移して行きたい。 

 

⑧機会があれば又の講演を。 

 

⑨いろいろ話を聞かせていただき参考になりました。 

 

⑩現在９３歳の認知症の父の介護を娘三人で行っております。前日父がインフルエンザにかかり高熱を出し、歩

行が困難な状態になり大変な思いをしました。早々、診療を受けた所で相談し申請書を作成しました。結果待ち

の状態です。今日の講座でとても参考になる事柄を聞けて助かりました。介護と医療のつり合いの大切さと、家

族や自分の老後を改めて考えることが出来ました。 

 

⑪近所で信頼できる医師を見つけるのが難しい。少し遠くても往診できるようなシステム作りも必要だと思いま

す。在宅医療って想像以上に大変だと思います。共働きの子供達には迷惑かけられません。ある程度の年齢にな

ったら介護が必要になる前にケアハウス等に夫婦で入所するのが一番よいかなとも迷っています。 

 

⑫最期について考えようとしたことがなかったので、この機会に考えることができてよかった。また家族とも話

し合いをして行けたらいいなと思った。 

 

⑬その時に備えて、再び考える機会となりました。このことについては、何度考えても、考えるたびに新たな気持

ちの発見があり、いつまでたっても結論は出ません。今後も機会あるごとに考えていきたいです。 


